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で
は
の
土
塀
の
あ
る
町
並
み
に
ふ
さ
わ

し
い
和
風
瓦
ぶ
き
風
の
建
築
で
、
入
り

口
を
示
す
か
わ
い
い
デ
ザ
イ
ン
が
好
評

で
す
。
本
市
の
公
衆
便
所
と
し
て
は
、

初
め
て
の
温
水
洗
浄
便
座
を
取
り
入
れ

た
斬
新
な
も
の
で
、
と
て
も
清
潔
で
快

適
で
す
。
観
光
や
買
い
物
で
城
下
町
長

府
を
訪
れ
る
方
々
に
喜
ば
れ
る
こ
と
間

違
い
な
い
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

遊
苑
」長
府
製
作
所
記
念
館

が
、
城
下
町
か
わ
屋
と
同
じ

敷
地
に
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま

す
。
こ
の
記
念
館
は
、
日
本
庭
園
を
備

え
た
和
風
建
築
で
、
展
示
室
に
は
長
府

の
地
で
創
業
し
、
今
年
60
周
年
を
迎
え

る
長
府
製
作
所
の
歴
史
資
料
の
展
示
や

城
下
町
長
府
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
有
料
で
借
り
ら
れ
る
多
目
的
ホ
ー

ル
や
会
議
室
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
入
場

料
は
無
料
で
す
。
長
府
を
散
策
す
る
際

は
、
ぜ
ひ
こ
の
記
念
館
へ
も
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

　
公
衆
便
所
は
、
地
域
の
モ
ラ
ル
の
鏡

と
も
言
わ
れ
ま
す
。
長
府
地
区
の
皆
さ

ん
で
こ
の「
城
下
町
か
わ
屋
」を
大
切
に

し
、
長
府
地
区
を
訪
れ
る
方
か
ら
い
い

町
だ
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問「
蛍け

い
ゆ
う
え
ん

遊
苑
」（
長
府
侍
町
二
丁
目
6
番

45
号
／
☎
241−

０
０
２
１
）

市民と市長を結ぶコラム

※登録有形文化財…地域のシンボルとなっている建物など、特にその保存と活用が必要とされる身近
な歴史的建造物のうち、文部科学大臣が文化財登録原簿に登録した建築物や土木構造物などのこと

こ
　
　
　
　
ん
に
ち
は
。
市
長
の
中
尾
友

　
　
　
　
昭
で
す
。
長
府
地
区
に
地
元

　
　
　
　
企
業
、
長
府
製
作
所
グ
ル
ー

プ
の
長
府
物
産
株
式
会
社
の
ご
寄
贈
に

よ
り
、
新
し
い
公
衆
便
所「
城
下
町
か
わ

屋
」が
登
場
し
ま
し
た
。
設
置
場
所
は
、

国
道
沿
い
の
長
府
観
光
会
館
か
ら
功
山

寺
に
至
る
壇
具
川
沿
い
の
散
策
路
に
面

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
道
は
観

光
客
や
地
元
の
皆
さ
ん
が
散
策
す
る
の

で
、
春
夏
秋
冬
を
通
じ
て
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
地
元
長
府
観
光
協
会
を

は
じ
め
、
長
府
地
区
住
民
の
方
や
長
府

を
訪
れ
る
方
か
ら
も
設
置
の
要
望
が
私

に
幾
度
か
あ
り
、
何
と
か
し
た
い
と
考

え
て
い
た
と
こ
ろ
、
長
府
物
産
株
式
会

社
か
ら
公
衆
便
所
ご
寄
贈
の
お
申
し
出

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
う
れ
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
５
月
12
日
、
強
い
雨
の
な
か
、
現
地

で
寄
贈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
長
府
物

産
株
式
会
社
の
川
上
康
男
社
長
か
ら
寄

贈
を
受
け
、
私
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
真

新
し
い
公
衆
便
所
の
愛
称「
城
下
町
か
わ

屋
」の
プ
レ
ー
ト
を
、
社
長
と
一
緒
に
建

物
に
取
り
付
け
ま
し
た
。
こ
の
時
、
強

い
雨
が
止
み
、
周
り
を
驚
か
せ
ま
し
た
。

　
「
城
下
町
か
わ
屋
」は
、
城
下
町
な
ら

市ホームページ｢市長の部屋｣へどうぞ。http://www.city.shimonoseki.lg.jp/

「
蛍

今
回
は
菊
川
町
在
住
の
内
藤
千
尋
さ
ん
の
作
品
。
中
尾
市
長
の
似
顔
絵
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

作
品
と
、
住
所
、
氏
名（
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）、
電
話
番
号
を
、広
報
広
聴
課（
〒
750-

８
５
２
１
市
内
南
部
町
１
番
１
号
）へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

長
府
の
散
策
路
に「
城
下
町
か
わ
屋
」

が
登
場
し
ま
し
た

で
す
。
背
面

の
角
に
は
隅

切
り
が
施
さ

れ
、
れ
ん
が

と
石
材
で
持

ち
送
り
が
造

り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

あ
ま
り
目
に
触
れ
な
い
箇
所
に
ま
で

行
き
届
い
た
細
や
か
な
配
慮
が
、
建

物
の
美
し
さ
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
２
階
の
一
部
で
当
市
出
身

の
女
優
・
木
暮
実
千
代
に
関
す
る
資

料
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
先
人
の
顕

彰
施
設
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
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旧
宮
崎
商
館
は
、
石
炭
輸
出
業
や

炭
坑
経
営
を
行
っ
た
宮
崎
儀
一
氏
が
、

明
治
40（
１
９
０
７
）年
に
事
務
所
と

し
て
建
築
し
た
れ
ん
が
造
２
階
建
の

建
物
で
す
。
幾
度
か
所
有
者
が
変
わ

る
な
か
、
事
務
所
か
ら
美
容
院
と
な

り
、
平
成
21
年
以
降
は
１
階
を
医
院

と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
要か

な
め

石い
し

を
配
し
た
２
階
べ
ラ
ン
ダ
の

ア
ー
チ
や
軒
先
の
デ
ン
テ
ィ
ル（
歯
飾

り
）な
ど
、
正
面
の
外
観
は
旧
下
関
英

国
領
事
館
と
非
常
に
よ
く
似
て
い
ま

す
。商
館
は
領
事
館
に
劣
ら
ず
、整
っ

た
姿
を
見
せ
て
お
り
、
ア
ー
チ
を
構

成
す
る
白
い
要
石
や
迫せ

り
い
し石
が
印
象
的

旧宮崎商館

下関の登録有形文化財

下関市田中町4番10号

川上社長（右）と中尾市長（5月12日「城下町かわ屋」前にて）

●
旧
宮
崎
商
館
内  

木
暮
実
千
代
顕
彰
室

開
室　
毎
週
土
曜
日  

午
後
１
時
～
４
時  
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5
2
3
0−

6
0
3
2（
岡
崎
氏
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